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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】小型化が可能な印刷装置を提供する。
【解決手段】印刷装置は、筐体、印刷媒体支持部、ペー
パーガイド、インクジェットヘッド１５ｂ、およびメン
テナンス部材２６、を有する。前記印刷媒体支持部は、
前記筐体内部に設けられた、ロール状の印刷媒体を回転
可能に支持する。前記ペーパーガイドは、前記筐体内部
に設けられており、前記ロール状の印刷媒体から引き出
された帯状の印刷媒体を表面に配置することができる。
インクジェットヘッド１５ｂは、前記ペーパーガイドの
表面に配置された前記帯状の印刷媒体に対して印刷を行
うことができる第１の位置と、この第１の位置より上方
の第２の位置と、の間を、前記筐体の底面に対して垂直
方向に移動可能に設けられている。メンテナンス部材２
６は、前記第２の位置に配置されたインクジェットヘッ
ド１５ｂを載置することができる高さにおいて、前記筐
体の底面に対して水平方向に移動可能に設けられている
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　排出口を有する筐体と、
　この筐体内部に設けられた、ロール状の印刷媒体を回転可能に支持可能な印刷媒体支持
部と、
　前記筐体内部に設けられ、前記ロール状の印刷媒体から引き出された帯状の印刷媒体を
表面に配置することができるペーパーガイドと、
　前記ペーパーガイドの表面に配置された前記帯状の印刷媒体に対してインクジェット方
式で印刷を行うことができる第１の位置と、この第１の位置より上方の第２の位置と、の
間を、前記筐体の底面に対して垂直方向に移動可能に設けられたインクジェットヘッドと
、
　前記第２の位置に配置された前記インクジェットヘッドを載置することができる高さに
おいて、前記筐体の底面に対して水平方向に移動可能に設けられたメンテナンス部材と、
　を具備することを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　前記メンテナンス部材は、下面に、前記帯状の印刷媒体の搬送路を形成することができ
る搬送路形成部材を有することを特徴とする請求項１に記載の印刷装置。
【請求項３】
　前記メンテナンス部材と前記搬送路形成部材とは、弾性体により接続されていることを
特徴とする請求項２に記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記搬送路形成部材は、前記インクジェットヘッドが前記第２の位置に配置され、前記
メンテナンス部材が、前記第２の位置に配置された前記インクジェットヘッドを載置する
ことができる位置に配置されているときに、前記ペーパーガイドとの間に前記搬送路を形
成することを特徴とする請求項２に記載の印刷装置。
【請求項５】
　前記筐体内部において、前記ホッパーと、前記インクジェットヘッドと、の中間位置に
、回転可能に設けられたプラテンローラと、
　このプラテンローラを押圧する位置に設けられ、前記帯状の印刷媒体に対してサーマル
方式で印刷を行うサーマルヘッドと、
　をさらに具備することを特徴とする請求項２に記載の印刷装置。
【請求項６】
　前記筐体内部において、前記ホッパーと、前記プラテンローラと、の中間位置に設けら
れたダンパーローラおよびガイドローラをさらに具備し、
　前記搬送路形成部材は、前記インクジェットヘッドが前記第１の位置に配置され、前記
メンテナンス部材が、前記ダンパーローラおよび前記ガイドローラの上方に配置されてい
るときに、前記ダンパーローラおよび前記ガイドローラとの間に前記搬送路を形成するこ
とを特徴とする請求項５に記載の印刷装置。
【請求項７】
　前記メンテナンス部材は、モータによって回転するギアの歯が噛むラックを有し、
　前記メンテナンス部材は、前記ギアの回転に伴って移動する前記ラックとともに、水平
移動することを特徴とする請求項１に記載の印刷装置。
【請求項８】
　前記メンテナンス部材が、前記第２の位置に配置された前記インクジェットヘッドを載
置可能な位置に配置されていることを検知する第１のセンサをさらに有することを特徴と
する請求項１に記載の印刷装置
【請求項９】
　前記インクジェットヘッドが、前記第２の位置に配置されていることを検知する第２の
センサをさらに有することを特徴とする請求項８に記載の印刷装置。
【請求項１０】



(3) JP 2013-212688 A 2013.10.17

10

20

30

40

50

　前記第１の位置に配置された前記インクジェットヘッドと前記筐体の前記排出口との間
に、前記帯状の印刷媒体を切断する切断部をさらに有することを特徴とする請求項１に記
載の印刷装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、印刷装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェットヘッドを用いてインクジェット方式で印刷を行う印刷装置は、一般に、
インクジェットヘッドからのインク漏れ、ヘッドの乾燥抑制、ノズルチェック（インクが
正常に排出されるか否かのチェック）等のために、皿状のメンテナンス部材を有する。イ
ンクジェットヘッドの使用直後、印刷装置に投入されていた電源を遮断した時（電源ＯＦ
Ｆ時）等において、インクジェットヘッドは、皿状のメンテナンス部材上に移動する。
【０００３】
　従来の印刷装置において、メンテナンス部材は、インクジェットヘッドの上方に固定さ
れている。従って、インクジェットヘッドをメンテナンス部材上に移動させるためには、
インクジェットヘッドを単に上方に垂直移動させるだけではなく、メンテナンス部材の裏
面に衝突することを避けるために、インクジェットヘッドを水平方向にも移動させなけれ
ばならない。この結果、印刷装置内部に、インクジェットヘッドの水平移動に必要なスペ
ースを確保しなければならず、印刷装置が大型化していた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２５５６８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　実施形態は、小型化が可能な印刷装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　実施形態に係る印刷装置は、排出口を有する筐体、印刷媒体支持部、ペーパーガイド、
インクジェットヘッド、およびメンテナンス部材、を有する。前記印刷媒体支持部は、前
記筐体内部に設けられた、ロール状の印刷媒体を回転可能に支持する。前記ペーパーガイ
ドは、前記筐体内部に設けられており、前記ロール状の印刷媒体から引き出された帯状の
印刷媒体を表面に配置することができる。前記インクジェットヘッドは、前記ペーパーガ
イドの表面に配置された前記帯状の印刷媒体に対してインクジェット方式で印刷を行うこ
とができる第１の位置と、この第１の位置より上方の第２の位置と、の間を、前記筐体の
底面に対して垂直方向に移動可能に設けられている。前記メンテナンス部材は、前記第２
の位置に配置された前記インクジェットヘッドを載置することができる高さにおいて、前
記筐体の底面に対して水平方向に移動可能に設けられている。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本実施形態に係る印刷装置を示す概略構成図である。
【図２】図１の点線で囲まれた部分を拡大して示す図である。
【図３】ヘッドブロックと引き出し部との関係を示す図である。
【図４】メンテナンス部材および搬送路形成部材を示す模式的な斜視図である。
【図５】メンテナンス部材および搬送路形成部材を示す模式的な斜視図である。
【図６】図５の一点鎖線Ｘ－Ｘ´に沿ったメンテナンス部材および搬送路形成部材の断面
図である。
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【図７】引き出し部が筐体から引き出された状態の本実施形態に係る印刷装置を示す概略
構成図である。
【図８】図７の点線で囲まれた部分を拡大して示す図である。
【図９】本実施形態に係る印刷装置において、メンテナンス部材およびインクジェットヘ
ッドの移動機構を主に示す電気ブロック図である。
【図１０】本実施形態に係る印刷装置において、インクジェットヘッドの移動を説明する
ための図である。
【図１１】本実施形態に係る印刷装置において、メンテナンス部材の移動を説明するため
の図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下に、本実施形態に係る印刷装置について説明する。図１に示す印刷装置１０は、帯
状の印刷媒体をロール状に巻くことによって形成されるロール状の印刷媒体を筐体１１の
内部に設置可能であり、ロール状の印刷媒体から引き出された帯状の印刷媒体に印刷を行
うものである。以下、ロール状の印刷媒体をロール紙１２、帯状の印刷媒体を帯状の紙１
２´と称して説明する。
【０００９】
　筐体１１は、内部に、筐体１１の一側面から所定の一方向（例えば図中の矢印ａ方向）
に引き出し可能に設けられ、上方が開放された箱状のドロワーである引き出し部１３を有
する。引き出し部１３は、筐体１１の内側面に設けられた引き出し部１３の移動手段であ
るレール部１１ｂによって、筐体１１内部に、引き出し可能に設けられている。
【００１０】
　このような引き出し部１３を有する筐体１１は、内部に、ロール紙１２を図中の矢印ｂ
方向に回転可能に支持する印刷媒体支持部であるホッパー１４、ロール紙１２から引き出
された帯状の紙１２´の表面に印刷を行う第１の印刷部１５、および帯状の紙１２´の裏
面に印刷を行う第２の印刷部１６、を有する。
【００１１】
　ホッパー１４は、垂直断面が略Ｕ字状のものであり、筐体１１の底面１１ｃから上方に
離間した位置に設けられている。
【００１２】
　第１の印刷部１５は、筐体１１の側面に設けられた排出口１１ａの近傍に備えられてい
る。第１の印刷部１５は、帯状の紙１２´の表面に対して例えばインクジェット方式で印
刷を行う印刷部である。
【００１３】
　第１の印刷部１５は、ペーパーガイド１５ａおよびインクジェットヘッド１５ｂを有す
る。
【００１４】
　ペーパーガイド１５ａは、引き出し部１３の前方の上端部に設けられた切り欠き部１３
ａから露出するように、引き出し部１３に固定されており、上面に、帯状の紙１２´を載
置する。
【００１５】
　インクジェットヘッド１５ｂは、引き出し部１３が筐体１１内に収納されているときに
、上述のようなペーパーガイド１５ａの表面に対向する位置に配置されるとともに、引き
出し部１３より上方の位置において、筐体１１に備えられている。インクジェットヘッド
１５ｂは、ペーパーガイド１５ａ上に載置された帯状の紙１２´に対してインクジェット
方式で印刷を行う。
【００１６】
　このインクジェットヘッド１５ｂは、筐体１１内部において、移動機構４３によって、
ペーパーガイド１５ａの表面上に配置された帯状の紙１２´に対して印刷することができ
る第１の位置（図中の実線で示す位置）と、この第１の位置の上方の所定位置である第２
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の位置（図中の点線で示す位置）と、の間を、筐体１１の底面１１ｃに対して垂直方向に
移動可能に設けられている。
【００１７】
　なお、移動機構４３は、インクジェットヘッド１５ｂを上下方向に移動させることがで
きる機構であれば、どのような機構であってもよいが、例えば、モータ４４の回転により
回転するギア（図示せず）、インクジェットヘッド１５ｂを支持するとともに、ギアの回
転によってインクジェットヘッド１５ｂを上下方向に移動させる支持機構（図示せず）、
を備えている。
【００１８】
　第２の印刷部１６は、ホッパー１４と第１の印刷部１５との間に備えられている。第２
の印刷部１６は、帯状の紙１２´の裏面に対して例えばサーマル方式で印刷を行う印刷部
であり、プラテンローラ１６ａおよび印刷ヘッドとしてサーマルヘッド１６ｂを有する。
【００１９】
　プラテンローラ１６ａは、引き出し部１３より略上方の位置において、筐体１１に固定
されている。プラテンローラ１６ａには、少なくともサーマル方式で印刷を行う際に、帯
状の紙１２´を介してサーマルヘッド１６ｂが押圧される。
【００２０】
　サーマルヘッド１６ｂは、引き出し部１３が筐体１１内に収納されているときに、プラ
テンローラ１６ａに対向する位置に配置されるとともに、引き出し部１３から上方にはみ
出さないように、引き出し部１３に設けられている。サーマルヘッド１６ｂは、帯状の紙
１２´に対してサーマル方式で印刷を行う。
【００２１】
　図２は、図１の点線で囲まれた部分を拡大して示す図であり、上述の第２の印刷部１６
およびその周辺部分の構造を示す図である。図２に示すように、プラテンローラ１６ａは
、筐体１１に固定されたプラテンフレーム１７に、図中の矢印ｃ方向に回転可能に設けら
れることにより、筐体１１に固定されている。
【００２２】
　サーマルヘッド１６ｂは、引き出し部１３に設けられたヘッドブロック１８のヘッドサ
ポート１９の一端上に固定されている。ヘッドサポート１９の他端は、ヘッドサポート回
転軸２０によってヘッドブロック１８に固定されている。ヘッドサポート１９は、ヘッド
サポート回転軸２０を中心に回転可能に、ヘッドブロック１８に固定されている。
【００２３】
　ヘッドブロック１８のうち、ヘッドサポート１９より下方の位置には、Ｌ字状のヘッド
フレーム２１が固定されている。ヘッドフレーム２１の一端上には、弾性体として例えば
圧縮スプリング２２が備えられている。圧縮スプリング２２は、ヘッドサポート１９を下
方から支持しており、ヘッドサポート１９に対して上方に弾性力を与える。この弾性力に
よって、サーマルヘッド１６ｂは、プラテンローラ１６ａを押圧する。
【００２４】
　また、ヘッドブロック１８は、ロール紙１２から引き出された帯状の紙１２´を搬送す
るダンパーローラ２３およびガイドローラ２４を備えている。ダンパーローラ２３は、ヘ
ッドブロック１８に設けられた長孔１８ａに沿って移動可能、かつ図中の矢印ｄ方向に回
転可能に設けられている。また、ガイドローラ２４は、図中の矢印ｅ方向に回転可能に、
ヘッドブロック１８に設けられている。
【００２５】
　さらに、ヘッドブロック１８は、一部に、プラテンフレーム１７と係合するための切り
欠き部１８ｂを有している。そして、プラテンフレーム１７は、一部に係合用の係合軸１
７ａを有している。図に示すように、プラテンフレーム１７の係合軸１７ａがヘッドブロ
ック１８の切り欠き部１８ｂに係合配置されることにより、ヘッドブロック１８とプラテ
ンフレーム１７とが互いに係合し、サーマルヘッド１６ｂがプラテンローラ１６ａを押圧
する。
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【００２６】
　図３は、ヘッドブロック１８と引き出し部１３との関係を示す図である。図３に示すよ
うに、ヘッドブロック１８は、一部にヘッドブロック回転軸１８ｃを備えている。また、
引き出し部１３の一側面には、ヘッドブロック回転軸１８ｃが係合する第１の長孔１３ｂ
、およびヘッドサポート回転軸２０が係合する第２の長孔１３ｃが設けられている。ヘッ
ドブロック１８は、ヘッドブロック回転軸１８ｃが第１の長孔１３ｂに沿って移動可能で
あり、かつヘッドサポート回転軸２０が第２の長孔１３ｃに沿って移動可能であるように
、引き出し部１３に設けられている。
【００２７】
　引き出し部１３を筐体１１内に収納する場合、引き出し部１３の移動とともに、ヘッド
ブロック１８のヘッドサポート回転軸２０は、筐体１１に設けられたガイド部２５を、ガ
イド部２５に沿って滑り上がる。このとき、ヘッドブロック回転軸１８ｃは第１の長孔１
３ｂの上端に移動し、ヘッドサポート回転軸２０は第２の長孔１３ｃの上端に移動する。
これによってヘッドブロック１８のうちダンパーローラ２３およびガイドローラ２４を含
む一部が、引き出し部１３から上方に露出する位置に移動し、サーマルヘッド１６ｂがプ
ラテンローラ１６ａを押圧する。
【００２８】
　図１を参照する。筐体１１内部において、ダンパーローラ２３およびガイドローラ２４
を含む第２の印刷部１６の上方には、メンテナンス部材２６および搬送路形成部材２７が
設けられている。
【００２９】
　図４および図５は、メンテナンス部材２６および搬送路形成部材２７を示す模式的な斜
視部である。図６は、図５の一点鎖線Ｘ－Ｘ´に沿ったメンテナンス部材２６および搬送
路形成部材２７の断面図である。図４乃至図６に示すように、メンテナンス部材２６は、
上面の一部に凹部２６ａを有する皿状のものである。凹部２６ａ内には、インクを吸収可
能な吸収体２６ｂが配置されている。
【００３０】
　メンテナンス部材２６上にインクジェットヘッド１５ｂを配置することにより、インク
ジェットヘッド１５ｂから帯状の紙１２´等にインクが漏れること、およびインクジェッ
トヘッド１５ｂが乾燥すること、を抑制することができるとともに、インクジェットヘッ
ド１５ｂの使用前に、ノズルチェック（インクが正常にノズルから排出されるか否かのチ
ェック）を行うこともできる。
【００３１】
　このようなメンテナンス部材２６の下面には、搬送路を形成するための搬送路形成部材
２７が設けられている。搬送路形成部材２７は、ダンパーローラ２３およびガイドローラ
２４（図１）との間に帯状の紙１２´の搬送路を形成することができるとともに、ペーパ
ーガイド１５ａ（図１）との間にも、帯状の紙１２´の搬送路を形成することができる。
これについては、後に図１０および図１１を参照して詳述する。
【００３２】
　この搬送路形成部材２７は、図５および図６に示すように、メンテナンス部材２６に対
して弾性体２８によって接続されている。
【００３３】
　再度図１を参照する。以上に説明したメンテナンス部材２６および搬送路形成部材２７
は、通常時、ダンパーローラ２３およびガイドローラ２４を含む第２の印刷部１６の上方
であって、第２の位置（図中の点線で示す位置）に移動したインクジェットヘッド１５ｂ
を載置可能な高さに配置されている。この際、搬送路形成部材２７は、筐体１１内部に設
けられた搬送路形成部材２７の支持体２９によって下方から支持されており、この結果、
搬送路形成部材２７は、メンテナンス部材２６の下面に対して略当接した状態となってい
る。
【００３４】
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　このような搬送路形成部材２７を備えるメンテナンス部材２６には、筐体１１の底面１
１ｃに対して水平方向に移動することができるための移動機構が備えられている。移動機
構は、モータ３０によって回転するギア３１と、このギア３１の歯が噛むラック３２と、
備えており、モータ３０の回転によってギア３１が回転すると、ラック３２が水平方向に
移動する。搬送路形成部材２７を備えるメンテナンス部材２６は、このラック３２の移動
とともに、筐体１１の底面１１ｃに対して水平方向に移動することができるように、筐体
１１に備えられている。
【００３５】
　図１に示すように、搬送路形成部材２７を備えるメンテナンス部材２６がダンパーロー
ラ２３およびガイドローラ２４を含む第２の印刷部１６の上方の位置（図中の実線で示す
位置）に配置されているとき、搬送路形成部材２７は、図４に示すようにメンテナンス部
材２６の下面に対して略当接しており、ダンパーローラ２３およびガイドローラ２４との
間に、帯状の紙１２´の搬送路を形成する。
【００３６】
　また、搬送路形成部材２７を備えるメンテナンス部材２６が水平移動し、第２の位置（
図中の点線で示す位置）に配置されたインクジェットヘッド１５ｂを載置可能な位置（図
中の点線で示す位置）に配置されているとき、搬送路形成部材２７は、図５および図６に
示すようにメンテナンス部材２６の下面から離れ、ペーパーガイド１５ａとの間に、帯状
の紙１２´の搬送路を形成する。
【００３７】
　第１の印刷部１５と筐体１１の排出口１１ａとの間には、帯状の紙１２´を排出口１１
ａに搬送する搬送ユニットの一部を構成する排出ローラ対３３、が設けられている。排出
ローラ対３３は、モータの回転によって所定の方向に回転する排出ローラ３３ａと、この
排出ローラ３３ａの回転に従動回転するピンチローラ３３ｂと、によって構成される。ピ
ンチローラ３３ｂは筐体１１に固定されており、排出ローラ３３ａは、引き出し部１３が
筐体１１内に収納されているときに、ピンチローラ３３ｂに略対向する位置において、引
き出し部１３に固定されている。
【００３８】
　なお、この排出ローラ対３３と、ダンパーローラ２３およびガイドローラ２４と、第２
の印刷部１６のプラテンローラ１６ａと、によって、搬送ユニットを構成している。プラ
テンローラ１６ａおよび排出ローラ対３３の排出ローラ３３ａはそれぞれモータの回転に
よって所定の方向に回転するものであり、ダンパーローラ２３およびガイドローラ２４は
、プラテンローラ１６ａおよび排出ローラ３３ａの回転に従動回転するものである。
【００３９】
　排出ローラ対３３と筐体１１の排出口１１ａとの間には、帯状の紙１２´を切断する切
断部３４が設けられている。切断部３４は、カッター上刃部３４ａおよびカッター下刃部
３４ｂを有している。カッター上刃部３４ａは筐体１１に固定されており、カッター下刃
部３４ｂは、引き出し部１３が筐体１１内に収納されているときに、カッター上刃部３４
ａに略対向する位置において、引き出し部１３に固定されている。
【００４０】
　また、筐体１１内部の所定位置には、メンテナンス部材２６を検出するための第１のセ
ンサ３５、およびインクジェットヘッド１５ｂを検出するための第２のセンサ３６、が備
えられている。
【００４１】
　図７は、引き出し部１３が筐体１１から引き出された状態の本実施形態に係る印刷装置
１０を示す概略構成図である。図８は、図７の点線で囲まれた部分を拡大して示す図であ
り、ヘッドブロック１８と引き出し部１３との関係を示す図である。図７に示すように、
引き出し部１３に設けられたフックアーム３７を、筐体１１に設けられたロック部３８か
ら外し、引き出し部１３を筐体１１から引き出すと、引き出し部１３とともに、引き出し
部１３に設けられた各部が筐体１１内部から引き出される。
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【００４２】
　引き出し部１３の筐体１１内部から外部方向への移動とともに、図８に示すように、ヘ
ッドブロック１８のヘッドサポート回転軸２０は筐体１１に設けられたガイド部２５（図
３）をガイド部２５に沿って滑り下り、ヘッドサポート回転軸２０がガイド部２５から外
れる。これにより、ヘッドブロック１８全体が下方に移動し、ヘッドブロック回転軸１８
ｃは引き出し部１３の第１の長孔１３ｂの下端に移動し、ヘッドサポート回転軸２０は引
き出し部１３の第２の長孔１３ｄの下端に移動する。これによってダンパーローラ２３お
よびガイドローラ２４を含むヘッドブロック１８全体が、引き出し部１３から上方に露出
しない位置に移動する。すなわち、ヘッドブロック１８は、引き出し部１３の筐体１１か
らの引き出し動作、および引き出し部１３の筐体１１への収納動作を阻害しない位置に移
動する。
【００４３】
　図７に示すように引き出し部１３を引き出した後、ホッパー１４にロール紙１２を配置
し、引き出し部１３を、筐体１１内部に収納する。これにより、ロール紙１２は、図１に
示すように、筐体１１内部に設置される。なお、引き出し部１３を筐体１１内部に収納す
る際、図３を参照して説明した通り、ヘッドサポート回転軸２０が、筐体１１に設けられ
たガイド部２５を滑り上がり、ヘッドブロック回転軸１８ｃは第１の長孔１３ｂの上端に
移動し、ヘッドサポート回転軸２０は第２の長孔１３ｃの上端に移動する。これによって
ヘッドブロック１８のうちダンパーローラ２３およびガイドローラ２４を含む一部が、引
き出し部１３から上方に露出する位置に移動し、サーマルヘッド１６ｂがプラテンローラ
１６ａを押圧する。
【００４４】
　図９は、上述の印刷装置１０のメンテナンス部材２６およびインクジェットヘッド１５
ｂの移動機構を主に示す電気ブロック図である。図９に示すように、搬送ユニットの一部
を構成するプラテンローラ１６ａおよび排出ローラ３３ａは、それぞれを回転させるモー
タ３９、４０を介してＣＰＵ４１に接続されている。また、インクジェットヘッド１５ｂ
は、移動機構４３を駆動させるモータ４４を介してＣＰＵ４１に接続されており、メンテ
ナンス部材２６は、これに備えられたラック３２を移動させるためのギア３１を回転させ
るモータ３０を介して、ＣＰＵ４１に接続されている。さらに、ＣＰＵ４１には、メンテ
ナンス部材２６を検出するための第１のセンサ３５、およびインクジェットヘッド１５ｂ
を検出するための第２のセンサ３６、がそれぞれ接続されている。そして、このようなＣ
ＰＵ４１には、ＣＰＵ４１に対して所望の指令を下す操作部４２が接続されている。
【００４５】
　以下に、図１０および図１１を参照して、メンテナンス部材２６にインクジェットヘッ
ド１５ｂを載置する方法を説明する。図１０は、上述の印刷装置１０において、インクジ
ェットヘッド１５ｂの移動を説明するための図であり、図１１は、上述の印刷装置１０に
おいて、メンテナンス部材２６の移動を説明するための図である。
【００４６】
　インクジェットヘッド１５ｂの使用直後、印刷装置１０に投入されていた電源を遮断し
た時（電源ＯＦＦ時）、または操作部４２から、帯状の紙１２´に対して第２の印刷部１
６においてのみ印刷を行う、という指令が下された時に、まず、ＣＰＵ４１は、インクジ
ェットヘッド１５ｂ移動用の移動機構４３を駆動させるモータ４４を駆動して、図１０に
示すように、インクジェットヘッド１５ｂを、これがペーパーガイド１５ａの表面上に配
置された帯状の紙１２´に対してインクジェット方式で印刷を行うことができる第１の位
置（図中の点線で示す位置）から、メンテナンス部材２６を載置することができる第２の
位置（図中の実線で示す位置）に向かって、上方に垂直移動させる。
【００４７】
　インクジェットヘッド１５ｂが移動し、第２のセンサ３６が、第２の位置に移動したイ
ンクジェットヘッド１５ｂを検出すると、ＣＰＵ４１は、モータ４４の回転を停止させる
ことによって、インクジェットヘッド１５ｂ移動用の移動機構４３を停止させ、インクジ
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ェットヘッド１５ｂの移動を停止させる。
【００４８】
　続けて、ＣＰＵ４１は、メンテナンス部材２６を移動させるためのモータ３０を回転さ
せ、図１１に示すように、搬送路形成部材２７を備えたメンテナンス部材２６を、水平移
動させる。
【００４９】
　メンテナンス部材が２６水平移動し、第１のセンサ３５が、所定の位置、すなわち、第
２の位置に移動したインクジェットヘッド１５ｂを載置することができる位置、に移動し
たメンテナンス部材２６を検出すると、ＣＰＵ４１は、メンテナンス部材２６を移動させ
るためのモータ３０の回転を停止させ、メンテナンス部材２６の移動を停止させる。これ
により、インクジェットヘッド１５ｂは、メンテナンス部材２６上に載置される。
【００５０】
　なお、上述のようにメンテナンス部材２６が水平移動し、搬送路形成部材２７が、これ
を下方から支持する支持体２９から外れると、搬送路形成部材２７は自重により落下し、
搬送路形成部材２７は、ペーパーガイド１５ａとの間に搬送路を形成する。
【００５１】
　この後、例えば操作部４３から帯状の紙１２´に対して第２の印刷部１６においてのみ
印刷を行う、という指令が下されている場合には、ＣＰＵ４１は、プラテンローラ１６ａ
および排出ローラ３３ａを回転させ、第２の印刷部１６において帯状の紙１２´の裏面に
サーマル方式で印刷が実行される。この後、ＣＰＵ４１は、プラテンローラ１６ａおよび
排出ローラ３３ａの回転によって片面のみに印刷された帯状の紙１２´を筐体１１の排出
口１１ａから排紙させるとともに、帯状の紙１２´を切断部３４によって切断する。
【００５２】
　以上に説明した本実施形態に係る印刷装置１０によれば、インクジェットヘッド１５ｂ
をメンテナンス部材２６上に載置する際に、インクジェットヘッド１５ｂを水平方向に移
動させる必要はなく、インクジェットヘッド１５ｂを垂直方向にのみ移動させるだけで、
インクジェットヘッド１５ｂをメンテナンス部材２６上に載置することができる。従って
、インクジェットヘッド１５ｂの移動のためのスペースを従来の印刷装置と比較して小さ
くすることができるため、装置を小型化することができる。
【００５３】
　以上に、本発明の実施形態を説明したが、この実施形態は、例として提示したものであ
り、発明の範囲を限定することは意図していない。これらの新規な実施形態は、その他の
様々な形態で実施されることが可能であり、発明の趣旨を逸脱しない範囲で、種々の省略
、置き換え、変更を行うことができる。これらの実施形態やその変形は、発明の範囲や要
旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００５４】
１０・・・印刷装置
１１・・・筐体
１１ａ・・・排出口
１１ｂ・・・レール部
１１ｃ・・・底面
１２・・・ロール紙
１２´・・・帯状の紙
１３・・・引き出し部
１３ａ・・・切り欠き部
１４・・・ホッパー
１５・・・第１の印刷部
１５ａ・・・ペーパーガイド
１５ｂ・・・インクジェットヘッド
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１６・・・第２の印刷部
１６ａ・・・プラテンローラ
１６ｂ・・・サーマルヘッド
１７・・・プラテンフレーム
１７ａ・・・係合軸
１８・・・ヘッドブロック
１８ａ・・・長孔
１８ｂ・・・切り欠き部
１８ｃ・・・ヘッドブロック回転軸
１９・・・ヘッドサポート
２０・・・ヘッドサポート回転軸
２１・・・ヘッドフレーム
２２・・・圧縮スプリング
２３・・・ダンパーローラ
２４・・・ガイドローラ
２５・・・ガイド部
２６・・・メンテナンス部材
２６ａ・・・凹部
２６ｂ・・・吸収体
２７・・・搬送路形成部材
２８・・・弾性体
２９・・・支持体
３０・・・モータ
３１・・・ギア
３２・・・ラック
３３・・・排出ローラ対
３３ａ・・・排出ローラ
３３ｂ・・・ピンチローラ
３４・・・切断部
３４ａ・・・カッター上刃部
３４ｂ・・・カッター下刃部
３５・・・第１のセンサ
３６・・・第２のセンサ
３７・・・フックアーム
３８・・・ロック部
３９、４０・・・モータ
４１・・・ＣＰＵ
４２・・・操作部
４３・・・移動機構
４４・・・モータ
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